
〜
人
材
育
成
を
目
的
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
〜

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

　
市
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
に
次
の
事
業
に
参
加
す
る
人
の
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
と
団
体
で
す
が
、
市
税
な
ど
の

滞
納
の
あ
る
世
帯
の
人
、
市
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
る
団
体
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
課
　
政
策
企
画
班（
合
志
庁
舎
）　
☎（
２
４
８
）１
８
１
３

補
助
金
交
付
回
数
が

変
わ
り
ま
す

　
本
年
度
よ
り
、
大
会
出
場
に

対
す
る
同
一
年
度
内
に
お
け
る

同
一
補
助
対
象
者
へ
の
補
助
金

交
付
回
数
を
２
回
ま
で
に
制
限

し
ま
す
。
　

　
た
だ
し
、
大
会
開
催
年
度
末

の
年
齢
が
満
20
歳
以
下
の
対
象

者
と
海
外
で
開
催
さ
れ
る
大
会

は
こ
の
制
限
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
で

各
種
大
会
に
参
加
し
た
場
合

　
県
外
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
、
教
育
そ
の
他
の
大
会

に
出
場
し
た
場
合
で
、
県
や
地
域

の
予
選
会
に
出
場
し
、
上
位
大
会

出
場
の
権
利
を
得
た
人
、
ま
た
は

高
等
学
校
・
大
学
連
盟
、
県
レ
ベ

ル
以
上
の
協
会
の
推
薦
を
受
け
た

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
部

活
動
の
範
囲
で
小
・
中
体
連

主
催
の
各
種
大
会
な
ど
に
参

加
し
た
場
合
に
限
っ
て
は
、

学
校
教
育
課
（
☎（
２
４
２
）

１
２
３
０
）
で
対
応
し
ま
す
。

 

● 

補
助
金
額

① 

九
州
（
沖
縄
県
内
を
除
く
）

個
人
　
　
５
、０
０
０
円

② 

①
を
除
く
国
内
　

個
人
　
１
０
、０
０
０
円

③ 

海
外
　

個
人
　
２
０
、０
０
０
円

 

● 

申
請
書
類

 

・ 

補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び

大
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類（
大
会
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
）

※
高
校
生
以
下
の
人
が
対
象
と
な

る
場
合
は
、
保
護
者
が
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
申

請
書
の
様
式
は
提
出
先
窓
口

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

● 

申
請
期
限

　
大
会
終
了
後
、
そ
の
年
度
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

大
会
終
了
が
３
月
の
場
合
は
、
大

会
終
了
後
１
カ
月
以
内
の
申
請

が
必
要
で
す
。

 

● 

提
出
先

　
提
出
先
は
、
企
画
課
政
策
企
画

班（
合
志
庁
舎
）、
西
合
志
庁
舎

総
合
窓
口
、
泉
ヶ
丘
支
所
、
須
屋

支
所
の
い
ず
れ
か
で
す
。
窓
口
で

申
請
書
類
を
受
領
後
、
企
画
課
で

書
類
精
査
し
交
付
の
可
否
に
つ
い

て
決
定
し
ま
す
。（
窓
口
で
の
受

領
を
も
っ
て
補
助
金
交
付
が
決
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

自
主
調
査
研
究
の
実
施
や

研
修
事
業
に
参
加
し
た
場
合

　
地
域
の
活
性
化
、
教
育
、
福
祉

ま
た
は
産
業
の
振
興
の
た
め
、
市

民
が
行
な
う
自
主
調
査
研
究
や

研
修
事
業
に
参
加
し
た
人
や
団

体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
助
の

可
否
お
よ
び
補
助
金
額
は
、
市
総

合
政
策
審
議
会
に
諮
問
し
決
定

し
ま
す
。

 

● 

補
助
金
額
な
ど

　
補
助
対
象
経
費
の
う
ち
自
己

負
担
す
る
も
の

①
自
主
調
査
研
究
は
、
１
／
２
以

内
の
額
で
す
。

②
研
修
事
業
は
、
１
／
２
以
内
の

額
と
し
、
か
つ
１
人
10
万
円
以

内
の
額
で
す
。

 

● 

申
請
書
類

補
助
金
交
付
申
請
書
・
事
業

計
画
書
・
事
業
に
係
る
経
費

（
明
細
書
）・
参
加
予
定
名
簿
お

よ
び
そ
の
他
必
要
な
書
類

※

高
校
生
以
下
の
人
が
対
象
と
な

る
場
合
は
、
保
護
者
が
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
申

請
書
の
様
式
は
提
出
先
窓
口

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

● 

申
請
期
限

　
事
業
実
施
日
ま
で
に
企
画
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
終

了
後
に
研
修
報
告
書
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※

過
去
に
補
助
を
受
け
た
人
は
５

年
間
申
請
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

E N V I R O N M E N T

環 境 通 信
問い合わせ先　 環境衛生課（合志庁舎） ☎248-1202

燃
や
す
ご
み
の
量
を

　
　
　
　お
知
ら
せ
し
ま
す

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

家庭から出る燃やすごみの量

（１ｇは、１円玉 １枚分です）
平成23年度（４月～３月）459ｇ

平成23年度
（４月～２月）

平成24年度
（４月～２月）

461ｇ 4ｇ増 465ｇ

（一人１日あたり）

※ごみ排出量については、東部清掃工場に収集車で搬入されるごみと
直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ごみは含んでいません。

　
最
近
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
新
し

い
ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
の「
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
）」
を
発
病
す
る
人
が
、
全
国

で
相
次
い
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
　

　
特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
マ

ダ
ニ
の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す

の
で
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
ダ
ニ
媒
介

性
疾
患
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
内
で
も
、
ダ
ニ
媒
介
性
疾
患

の
一
つ
で
あ
る
日
本
紅
班
熱
や
、

つ
つ
が
虫
病
を
発
病
す
る
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
と

き
は
、
ダ
ニ
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

 

● 

予
防
対
策

 

・ 

森
林
や
草
地
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多

く
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場

合
に
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

足
を
完
全
に
覆
う
靴
な
ど
を

着
用
し
、
肌
の
露
出
を
少
な
く

す
る
こ
と
。

 

・ 

屋
外
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
に
か

ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
こ

と
。

 

・ 

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
つ
い

た
際
は
、
速
や
か
に
病
院
で
処

置
す
る
こ
と
。

 

・ 

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
発
熱
、
発

疹
、
倦
怠
感
、
頭
痛
、
嘔
吐
下

痢
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合

は
内
科
、
皮
膚
科
を
受
診
す

る
こ
と
。

※

マ
ダ
ニ
は
、
衣
類
や
寝
具
に
発

生
す
る
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
家

庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
異

な
り
ま
す
。

　
運
動
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
気
温
が
高
く
な
る
と
食
中

毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
生
肉
に

は
食
中
毒
菌
が
付
い
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

 

● 

お
弁
当
を
作
る
と
き
の
注
意
点

 

・ 

必
ず
食
べ
る
当
日
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

 

・ 

作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
加
熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て

か
ら
清
潔
な
箸
で
弁
当
箱
に

詰
め
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

お
弁
当
は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保

管
し
、早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

 

・ 

食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

 

● 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
き
の

注
意
点

 

・ 

生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り

つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

・ 「
焼
く
と
き
の
箸
」と「
食
べ
る

と
き
の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ

う
。

 

・ 

肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

  

● 

ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

　
生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
と

言
わ
れ
て
い
て
、
10
㎏
の
生
ご
み

を
焼
却
す
る
と
き
、
約
８
㎏
の
水

分
を
燃
や
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
調
理
す
る
材
料
は
極
力
濡
ら

さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
野
菜
な
ど

の
皮
む
き
は
洗
う
前
に
行
な
う

と
水
分
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
濡
れ
た
も
の
は
、
三
角
コ
ー

ナ
ー
や
水
切
り
器
な
ど
で
、
よ
く

水
分
を
き
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。


